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学位論文審査結果報告書 

平成 29 年 12 月 21 日 

 
学院医学研究科長 様 

下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 

【審査結果要旨】 

氏名：耳鼻咽喉科学講座 Dirja Bayu Tirta 先生 

論文題名：マウス iPS 細胞由来筋細胞による甲状披裂筋再生 

 
 各種疾患に伴う反回神経麻痺は甲状披裂筋の萎縮を来し、結果として嗄声や誤嚥など

重篤な QOL の低下を来す病態である。現在のところ有効な治療法はなく臨床的にも大

きな課題である。本研究はこのような病態を念頭に、iPS 細胞を用いて、横紋筋細胞へ

分化誘導し、萎縮した甲状披裂筋の再生の可能性を探ったものである。 

研究の成果は以下のとおりである。 

まず、tdTomato-iPS 細胞という蛍光標識した iPS 細胞を用い、ウマ血清下に筋細胞へ

の誘導を、各種未分化マーカー、筋組織マーカーを用いて確認した。 

さらに、ラット反回神経損傷モデルを作成し、上記の誘導筋細胞を移植し生着を確認し

た。 

その結果、iPS 細胞の培養後 20 日で筋線維様の構造を確認し、未分化マーカーの低下

と筋未熟マーカーの一過性の上昇および筋成熟マーカーの発現上昇を確認し、筋組織へ

の分化誘導を明らかにした。また、分化を確認した iPS 由来筋細胞を萎縮した甲状披裂

筋近傍に移植したところ、筋細胞マーカー陽性、tdTomato 陽性の細胞の生着が確認さ

れた。 

 本研究は tdTomato-iPS 細胞を用い、iPS 細胞に由来する筋細胞が萎縮した甲状披裂

筋周囲に生着再生しうることを明かにした。これらの成果は反回神経障害患者における

再生医療の可能性を示すものとして有意義かつ当該領域の今後の研究に大いに資する

ものと判断する。以上より本学学位授与に価するものと考えられる。  
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